
課題 超高層建物の室内被害と対策効果および非構造部材損傷評価

長周期地震動を受ける超高層建物の応答再現
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被害様相と対策効果の防災資料
複数の大規模居室空間
建物解析の予測応答を現出
左右前後3m，3分間の揺れ

実験システムの設計と実践

錘と積層ゴムで構成される加振装置

外装材協会との連携

兵庫県立東播工業高校

兵庫共同研究会委員長：岡田恒男先生

防災科技研・E-Defense
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実験手法

制約条件の中で
応答の最大化を
実現する
①加振装置
②計算手法

フィッティング周期目標波

命題

総重量
755t

都府県共同研究会兵庫県との共同研究

兵庫県建築士会

ガラス板とサッシの相対変形角
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ALC版（ロッキング構法）の回転角
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ALC協会

カーテンウォール・防火開口部協会
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